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　はじめに

2007年 10–11月に鹿児島市の甲突川水系川田

川（図 1）で 2個体のルリヨシノボリ Rhinogobius 

sp. CO（ハゼ科）が採集された．鹿児島県におい

て本種は，県北部の出水地方の米ノ津川と高尾野

川，および大隅半島の本城川以南の鹿児島湾に面

する河川と志布志湾に面する河川から記録されて

いるのみで（鹿児島の自然を記録する会，2002；

米沢，2003），薩摩半島の鹿児島湾に面する河川

からは記録されていなかった．鹿児島県レッド

データブックにおいて，ルリヨシノボリは準絶滅

危惧種に選定されており（米沢，2003），本県に

おける本種の分布情報の蓄積は本種の保護対策の

検討などに際して有益と考えられるため，甲突川

からの採集記録を報告する．

　材料と方法

計測は中坊・中山（2013），計数は明仁ほか

（2013）にしたがった．ルリヨシノボリの学名は

明仁ほか（2013）にしたがった．標本の作製，登

録，撮影，固定方法は本村（2009）に準拠した．

本報告で用いた標本は鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に所蔵されている．

　結果と考察

鹿児島市甲突川からのルリヨシノボリ Rhinogobius sp. CO
（ハゼ科ヨシノボリ属）の記録
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Rhinogobius sp. CO

ルリヨシノボリ　（図 2）

　標本　KAUM–I. 6692，標準体長 61.1 mm，鹿

児島県鹿児島市甲突川水系川田川，水深 0.3 m，

2007 年 10 月 5 日；KAUM–I. 7877， 標 準 体 長

63.3 mm，鹿児島県鹿児島市甲突川水系川田川，

水深 0.3 m，2007年 11月．

　計数形質　背鰭鰭条数 VI-I, 8；臀鰭鰭条数 I, 8；

胸鰭鰭条数 19；縦列鱗数 35；横列鱗数 14–15．

　同定　調査標本は，生鮮時に頬に多数の輝青色

斑がある（図 2），腹鰭の鰭膜が二葉の皮弁状，

腹鰭第 5軟条が最初に 4分枝する，尾柄部の鱗外

縁がまるいなどの形質をもち，鈴木・渋川（2004）

や明仁ほか（2013）で示されたルリヨシノボリの

特徴とよく一致したため，本種に同定された．

　備考　ルリヨシノボリは，鹿児島県において生

息が確認されている河川が少ないこと，および生

息河川内での流程分布が狭く生息密度が低いこと

から，鹿児島県レッドデータブックにおいて準絶

滅危惧種に選定されている（米沢，2003）．調査

標本は甲突川水系川田川において急流域の瀬，一

地点からのみ採集されたこと，および本種がこれ

までに甲突川水系から報告されていなかったこと

から，同水系での本種の生息場所はきわめて限定

的であると推定される．甲突川水系における本種

個体群の保護対策のためには，今後の継続的な調

査が必要である．
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図 2．甲突川で採集されたルリヨシノボリ Rhinogobius sp. COの生鮮標本写真（KAUM–I. 6692，標準体長 61.1 mm）．
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